
                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報モラル啓発に関する標語作品 最優秀賞：丸野(３年)、優秀賞：西川(２年)、川口(３年)   

第５回芭蕉白河の関俳句賞 奨励：吉原(１年)、山口(２年)、杉山(３年)、末増(３年)、 

湯田平(３年)、竹ノ内(３年)、新福(３年) 

第 63回新春書き初め会 銅賞：川原(３年) 

鹿児島市立坂元中学校  学校だより 

 

２月号  令和６年２月２日発行 

 
   再認識させられた言葉 

 
                                         校 長   川 口  孝 

 
３年生の推薦入試の面接練習がありました。最後に、私が模擬面接を校長室で行いました。

面接に臨んだ生徒は、担任の先生から指導を受けてきているので、とても良い対応ができて
いました。私は、以下の４つの観点から質問しました。 
(1) なぜ、この高校を受験したいと思ったのか？（志望動機） 
(2) これまでの中学校 3年間で学んできたことは何か？（中学校生活） 
(3) 今現在、どのような夢や志をもっているのか。そのために、高校生活はどのように送り

たいのか？（将来像） 
（４） 自己 PR（自己理解）    

 
これらの問いは、推薦入試の面接に限らず、自分の進路を決める際に、当然考察しなけれ

ばならいないことであり、１・２年生も今から考えておくのに早すぎることはないと思います。
自分の目標や夢を叶えるにはどの高校に進むべきかと考えたときに、どんな高校があり、そ
の高校ではどんな指導が行われているのか、どんな雰囲気なのか調べる必要があります。そ
ういう努力をして、自分の希望に合った高校に狙いが定まったときに、（１）の質問に対し堂々
と答えることができます。 
 
ある生徒に「自己 PR」をするよう質問したところ、以下のように答えました。 
「私は自分で自慢できることはあまりありませんが、中学校で1つだけ意識して守っている

ことがあります。それは時間を守ることです。なぜなら、時間を守らないと様々な人に迷惑を
かけることになるからです。高校に入っても時間を守り、人に迷惑をかけず、高校生活を充実
させたいと思っています。以上です。」 この生徒の言葉は、改めて時を守ることの意義が何
であるかを再認識させてくれました。 
 
心身の調子が悪いときは別として、８時ぎりぎりにかけこんでくる生徒や遅刻をする生徒

が増えています。学校では「5分前行動、2分前着席、30秒前黙想」を、授業前のとるべき行
動としています。校門で朝のあいさつをしながら感じることですが、時間ぎりぎりで登校或い
は遅刻する生徒は、あいさつの声が小さく、服装や髪が整っていない状況が総じて多いで
す。余裕を持って登校してくる生徒は全体的に、良いあいさつができ、服装も整っており、表
情も明るいです。単に、遅刻さえしなければよいという問題ではなさそうです。 

 
時を守るということは実は簡単なことではありません。常に意識し、自分をコントロールす

る意志が必要です。決まった時間に起床し、朝食を摂り、身支度を調え、余裕を持って登校す
る。既に前日の就寝から始まっています。これが今、自分で出来ている人は学校生活が充実
していることでしょう。そうでない人は、どこに原因があるのかを考え、家族の人にも協力し
てもらいながら、時を守ることを実践しましょう。遅刻或いは遅刻ぎりぎりの生活から、余裕
のある登校ができる生活へ、一歩踏み出しましょう。 

学校教育目標：主体的に行動し，心豊かでたくましい生徒の育成 

 

－夢に挑戦 

 積小為大－ 

 

坂元中学校ホームページ  http://keinet.com/sakamoc/index.htm でご覧ください。 

 

【校訓】 

自 主 

友 愛 

練 磨 

勤 労 

＜スクールカウンセラー（SC）２月の来校予定日＞ 
〇市 SC（黒松先生）・・・・２/５(月)、２/19(月)、２/26(月) 
〇文科省 SC(中川先生)・・・２/27（火）13:30～16:30 (今年度最後の来校です。) 
※ 相談希望の方は事前に学校（220-5661）までご連絡ください。 

           世界で一番古い劇を堪能しました！    １月 19日(金)                   

 

 

 

 

 

 

大蔵流狂言の舞台を鑑賞しました。演目「附子」､「柿山伏」で､狂言師の迫力に感動しな

がらも、随所にちりばめられたユーモアに笑いも生じ、あっという間に時間が過ぎていきま

した。最後の演目には､３年生の生徒も出演し､会場の笑いを誘っていました。なかなか生で

観ることのない狂言の世界に、生徒たちは引き込まれていきました。日本の伝統文化の一端

に触れ、かつ歴史の勉強にもなった大変有意義な一日になりました。 

       受賞・入賞関係等   （敬称略） 

新年最初の職員研修        1月 5日(金) 

                鹿児島市教育委員会から安樂指導主事を講師に招き、『イン 

               ターネットによる人権侵害』についての研修を実施しました。 

「人ななぜ差別をするのか。」という問いかけに人間の本質を 

改めて考え、インターネットに起因する人権問題を通して、情 

報モラル教育を支える人権教育の大切さと在り方について、深 

く再認識しました。充実した新年最初の研修になりました。 

 

 

 

 

 

入学説明会  1月 18日(木) 
 
 
 

 
 

 
坂元小学校、坂元台小学校の６年生とその保

護者が来校し、入学説明会を実施しました。入
学説明会の前には、中学校の授業を体験しまし
た。どの学級も盛り上がっていましたよ。 

家庭教育学級 1月11日(木) 

川口校長による「ストレス緩和のストレッチ

講座」が開かれました。参加された保護者から

は、「ストレスの多い世の中なので、自分のス

トレスの抜き方を覚えておくといいなと感じ

ました。今日学んだ漸進性筋弛緩法もとてもリ

ラックスできたので、子どもと一緒にしたいと

思いました。」などの感想が聞かれました。ぜ

ひ、御自宅でも実践されてください。 

http://keinet.com/sakamoc/index.htm

